
学校番号 ３０８ 

平成３１年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ４ 第１学年 

Perspective English Communication I 

(第一学習社）教科書、本文完成ノート、 

システム英単語、READING CORE、

Listening Essentials、Tetra 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅰでは、教科書、副教材を用いて、４技能を伸ばせるよう様々な活動をしていき

ます。 

・中学校の復習も含めて、繰り返し演習することによって、弱点を克服し、基礎基本の土台を築きましょう。 

２.学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 

科
目
・ 

評
価 

学習到達目標 

科
目
・ 

評
価 

学習到達目標 

科
目
・ 

評
価 

学習到達目標 

科
目
・ 

評
価 

・相手や自分の状
況に応じて表現を
柔軟に用いて意思
の疎通ができる 
・自らの意見を、
聞き手が誤解しな
い発音や表現で伝
えることができる 
・決められたテー
マや自分が選んだ
テーマについて表
や絵などを用いて
聞き手の様子を見
ながらでプレゼン
テーションができ
る 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語Ⅰ

 

・文法･表現を使って中
学時代より的確な英文
を書くことができる 
・与えられたテーマや
問題について、自分の
意見･考えを持ち、それ
を説得力のある文で表
現できる 
・文やパラグラフの構
成に基づいて論理的に
文章が書ける。 

・辞書や資料を必要に
応じて適切に使いこな
すことができる 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語Ⅰ

 

・相手の言っ
たことを、正
しく聞き取れ
る 
・ナチュラル
なスピードで
ネイティブの
英語を聞き、
それについて
正しい解答を
選べる 
・発表者・発
言者の言った
ことを正しく
聞き取れる 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語Ⅰ

 

・標準レベルの社会的
な話題や時事問題、科
学的･歴史的な話題等、
様々な話題の文章を、
速読して概要を掴むこ
とができる 
・平易な英文を精読し
て情報や考えなどの要
点や詳細を捉え、的確
な日本語にすることが
できる 
・辞書や資料を必要に
応じて適切に使いこな
すことができる。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語Ⅰ

 

３．学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

a ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの 
関心・意欲・態度 

b外国語表現の能力 c外国語理解の能力 
d言語や文化についての 

知識理解 

実
施
方
法 

授業における発言の内
容や発表態度、積極的
に言語活動を行ってい
るかで的確に評価でき
る方法で実施する 

習得した英語を使えて
いるかを、小テストな
ど、的確に評価できる
方法で実施する。 

読んだ英文の内容につ
いて、日本語での説明
をノート、プリントで
提出させるなど、的確
に評価できる方法で実
施する。 

長文を読むことを通し
て異文化に触れ、自国と
の対比をノートやプリ
ントで提出、また、発表
させるなど、的確に評価
できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４．学習の活動 

単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 
主な 

学習活動 
評価方法 

Lesson 1 
（7 時間） 

全米桜祭りが
開催されるよ
うになったい
きさつを述べ
た内容。 
※文型・文法事
項：基本時制
／助動詞／
to- 不 定 詞
（名詞用法） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. CD を真剣に聞いて，
全米桜祭りや日米の
絆について理解しよ
うとする。 

b. 全米桜祭りや日米の
絆についての英文を
読んで，自国の文化に
関心を持ち，知識を深
めようとする。 

c. 全米桜祭りや日米の
絆について，自分の考
えを英語で表現しよ
うとする。 

d. 全米桜祭りや日米の
絆についての自分の
考えを英語で書こう
とする。 

a. CD を真剣に聞いて，
全米桜祭りや日米の
絆について理解しよ
うとしている。 

b. 全米桜祭りや日米の
絆についての英文を
読んで，自国の文化に
関心を持ち，知識を深
めようとしている。 

c. 全米桜祭りや日米の
絆について，自分の考
えを英語で表現しよ
うとしている。 

d. 全米桜祭りや日米の
絆についての自分の
考えを英語で書こう
としている。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動を観察す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. 基本時制／助動詞／
to-不定詞（名詞用法）
など，学習した表現を
用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. 基本時制／助動詞／
to-不定詞（名詞用法）
など，学習した表現を
用いた文を書くこと
ができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題に解答す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，全米桜祭り開催ま
でのいきさつについ
て理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，全米桜祭り開催ま
でのいきさつについ
て理解することがで
きる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内容を把握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・課末の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. 日本とアメリカの文

化や，全米桜祭りや日
米の絆について理解
する。 

 
 
b. 基本時制／助動詞／

to-不定詞（名詞用法）
を用いた文を理解す
る。 

a. 日本とアメリカの文
化や，全米桜祭りや日
米の絆について理解
することができる。 

 
 
b. 基本時制／助動詞／

to-不定詞（名詞用法）
を用いた文を理解す
ることができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行ったりす
る。 

 
・課末の

Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

 
 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 



単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 2 
（ 8 時
間） 

Ryan’s Well 
Foundation は
どのように設
立され，どのよ
うな活動をし
てきたかを述
べた内容。 
※文型・文法事
項：S＋V＋O
（＝疑問詞
節）／現在完
了形／ to-不
定詞（形容詞
用法・副詞用
法）／動名詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. JTE，ALT の発言や

CD を真剣に聞いて，
Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
て理解しようとする。 

b. Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
ての英文を読んで，発
展途上国の水問題に
関心を持ち，知識を深
めようとする。 

c. Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとする。 

d. Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
ての自分の考えを英
語で書こうとする。 

a. JTE，ALT の発言や
CD を真剣に聞いて，
Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
て理解しようとして
いる。 

b. Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
ての英文を読んで，発
展途上国の水問題に
関心を持ち，知識を深
めようとしている。 

c. Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとして
いる。 

d. Ryan’s Well 
Foundation の設立過
程と活動内容につい
ての自分の考えを英
語で書こうとしてい
る。 

・JTE，ALT の
発言や CD を
聞いたり，英
文を読んだり
して，その内
容を理解し，
それについて
話したり，書
いたりする活
動を行う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. S＋V＋O（＝疑問詞
節）／現在完了形／
to-不定詞（形容詞用
法・副詞用法）／動名
詞など，学習した表現
を用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. S＋V＋O（＝疑問詞
節）／現在完了形／
to-不定詞（形容詞用
法・副詞用法）／動名
詞など，学習した表現
を用いた文を書くこ
とができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する 
英問に解答し 
たり Over to  
You で発表活 
動を行ったり 
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で ， Ryan’s Well 
Foundation について
理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で ， Ryan’s Well 
Foundation について
理解することができ
る。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. カナダやアフリカの

言語と文化や，Ryan’s 
Well Foundation の
設立過程と活動内容
について理解する。 

b. S＋V＋O（＝疑問詞
節）／現在完了形／
to-不定詞（形容詞用
法・副詞用法）／動名
詞を用いた文を理解
する。 

a. カナダやアフリカの
言語と文化や，Ryan’s 
Well Foundation の
設立過程と活動内容
について理解するこ
とができる。 

b. S＋V＋O（＝疑問詞
節）／現在完了形／
to-不定詞（形容詞用
法・副詞用法）／動名
詞を用いた文を理解
することができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 



単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 3 
（8 時間） 

無形文化遺産
に登録された
和食の特徴に
ついて述べた
内容。 
※文型・文法事
項：現在完了
進行形／分
詞の形容詞
用法／関係
代名詞（主
格・所有格・
目的格）／関
係 代 名 詞
what 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. CD を真剣に聞いて，

無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
て理解しようとする。 

b. 無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
ての英文を読んで，日
本文化に関心を持ち，
知識を深めようとす
る。 

c. 無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとする。 

d. 無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
ての自分の考えを英
語で書こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
て理解しようとして
いる。 

b. 無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
ての英文を読んで，日
本文化に関心を持ち，
知識を深めようとし
ている。 

c. 無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとして
いる。 

d. 無形文化遺産に登録
された和食の特徴と
その保存・継承につい
ての自分の考えを英
語で書こうとしてい
る。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. 現在完了進行形／分
詞の形容詞用法／関
係代名詞（主格・所有
格・目的格）／関係代
名詞 what など，学習
した表現を用いた文
を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. 現在完了進行形／分
詞の形容詞用法／関
係代名詞（主格・所有
格・目的格）／関係代
名詞 what など，学習
した表現を用いた文
を書くことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で，和食の 4 つの特徴
について理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，和食の 4 つの特徴
について理解するこ
とができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. 日本や世界の食文化

や，和食の 4 つの特徴
について理解する。 

b. 現在完了進行形／分
詞の形容詞用法／関
係代名詞（主格・所有
格・目的格）／関係代
名詞whatを用いた文
を理解する。 

a. 日本や世界の食文化
や，和食の 4 つの特徴
について理解するこ
とができる。 

b. 現在完了進行形／分
詞の形容詞用法／関
係代名詞（主格・所有
格・目的格）／関係代
名詞whatを用いた文
を理解することがで
きる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

 

 



単元 
（配当時

間） 
題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 4 
（8 時間） 

三宅一生氏の
来歴や，自らの
戦争体験を打
ち明けるに至
ったきっかけ
を述べた内容。 
※文型・文法事
項：S＋V（＝
be-動詞）＋C
（ ＝ that-
節）／S＋V
＋ O1 ＋ O2

（ ＝ that-
節・疑問詞
節）／過去完
了形／助動
詞をともな
う受動態 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. CD を真剣に聞いて，

三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いて理解しようとす
る。 

b. 三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いての英文を読んで，
それが世界に与えて
いる影響に関心を持
ち，知識を深めようと
する。 

c. 三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いて，自分の考えを英
語で表現しようとす
る。 

d. 三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いての自分の考えを
英語で書こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いて理解しようとし
ている。 

b. 三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いての英文を読んで，
それが世界に与えて
いる影響に関心を持
ち，知識を深めようと
している。 

c. 三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いて，自分の考えを英
語で表現しようとし
ている。 

d. 三宅一生氏が自らの
戦争体験を打ち明け
るに至った経緯につ
いての自分の考えを
英語で書こうとして
いる。 

・JTE，ALT の
発言や CD を
聞いたり，英
文を読んだり
して，その内
容を理解し，
それについて
話したり，書
いたりする活
動を行う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. S＋V（＝be-動詞）＋
C（＝that-節）／S＋
V＋O1＋O2（＝that-
節・疑問詞節）／過去
完了形／助動詞をと
もなう受動態など，学
習した表現を用いた
文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. S＋V（＝be-動詞）＋
C（＝that-節）／S＋
V＋O1＋O2（＝that-
節・疑問詞節）／過去
完了形／助動詞をと
もなう受動態など，学
習した表現を用いた
文を書くことができ
る。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で，三宅一生氏の来歴
と戦争体験について
理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，三宅一生氏の来歴
と戦争体験について
理解することができ
る。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. 世界のファッション

文化や，三宅一生氏が
自らの戦争体験を打
ち明けるに至った経
緯について理解する。 

b. S＋V（＝be-動詞）＋
C（＝that-節）／S＋
V＋O1＋O2（＝that-
節・疑問詞節）／過去
完了形／助動詞をと
もなう受動態を用い
た文を理解する。 

a. 世界のファッション
文化や，三宅一生氏が
自らの戦争体験を打
ち明けるに至った経
緯について理解する
ことができる。 

b. S＋V（＝be-動詞）＋
C（＝that-節）／S＋
V＋O1＋O2（＝that-
節・疑問詞節）／過去
完了形／助動詞をと
もなう受動態を用い
た文を理解すること
ができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

 

  



単元 
（配当時

間） 
題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 5 
（8 時間） 

マララ・ユサフ
ザイ氏の生い
立ち，彼女の活
動，国連での演
説に至るまで
のいきさつを
述べた内容。 
※文型・文法事
項：完了形
（受動態）／
It is＋形容
詞［名詞］＋
that S ＋ V 
… ／ S ＋ V
（＝知覚・使
役動詞）＋O
＋C（＝原形
不定詞）／関
係副詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. CD を真剣に聞いて，

マララ・ユサフザイ氏
の国連演説に至るま
での活動について理
解しようとする。 

b. マララ・ユサフザイ
氏の国連演説に至る
までの活動について
の英文を読んで，女性
や子供の人権・教育に
関心を持ち，知識を深
めようとする。 

c. マララ・ユサフザイ
氏の国連演説に至る
までの活動について，
自分の考えを英語で
表現しようとする。 

d. マララ・ユサフザイ
氏の国連演説に至る
までの活動について
の自分の考えを英語
で書こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
マララ・ユサフザイ氏
の国連演説に至るま
での活動について理
解しようとしている。 

b. マララ・ユサフザイ
氏の国連演説に至る
までの活動について
の英文を読んで，女性
や子供の人権・教育に
関心を持ち，知識を深
めようとしている。 

c. マララ・ユサフザイ
氏の国連演説に至る
までの活動について，
自分の考えを英語で
表現しようとしてい
る。 

d. マララ・ユサフザイ
氏の国連演説に至る
までの活動について
の自分の考えを英語
で書こうとしている。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. 完了形（受動態）／
It is＋形容詞［名詞］
＋that S＋V …／S＋
V（＝知覚・使役動詞）
＋O＋C（＝原形不定
詞）／関係副詞など，
学習した表現を用い
た文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. 完了形（受動態）／
It is＋形容詞［名詞］
＋that S＋V …／S＋
V（＝知覚・使役動詞）
＋O＋C（＝原形不定
詞）／関係副詞など，
学習した表現を用い
た文を書くことがで
きる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で，マララ・ユサフザ
イの活動について理
解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，マララ・ユサフザ
イの活動について理
解することができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. マララ・ユサフザイ

の出身地のパキスタ
ンの文化や，マララ・
ユサフザイの活動に
ついて理解する。 

b. 完了形（受動態）／
It is＋形容詞［名詞］
＋that S＋V …／S＋
V（＝知覚・使役動詞）
＋O＋C（＝原形不定
詞）／関係副詞を用い
た文を理解する。 

a. マララ・ユサフザイ
の出身地のパキスタ
ンの文化や，マララ・
ユサフザイの活動に
ついて理解すること
ができる。 

b. 完了形（受動態）／
It is＋形容詞［名詞］
＋that S＋V …／S＋
V（＝知覚・使役動詞）
＋O＋C（＝原形不定
詞）／関係副詞を用い
た文を理解すること
ができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 



単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 6 
（9 時間） 

ストーンヘン
ジとはどのよ
うなものか，ま
たどのような
役割を担って
いたと考えら
れるかを述べ
た内容。 
※文型・文法事
項：S＋V＋O
＋ to-不定詞
／分詞構文
／関係詞の
非制限用法 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. CD を真剣に聞いて，
ストーンヘンジとそ
の役割について理解
しようとする。 

b. ストーンヘンジとそ
の役割についての英
文を読んで，考古学に
関心を持ち，知識を深
めようとする。 

c. ストーンヘンジとそ
の役割について，自分
の考えを英語で表現
しようとする。 

d. ストーンヘンジとそ
の役割についての自
分の考えを英語で書
こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
ストーンヘンジとそ
の役割について理解
しようとしている。 

b. ストーンヘンジとそ
の役割についての英
文を読んで，考古学に
関心を持ち，知識を深
めようとしている。 

c. ストーンヘンジとそ
の役割について，自分
の考えを英語で表現
しようとしている。 

d. ストーンヘンジとそ
の役割についての自
分の考えを英語で書
こうとしている。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. S＋V＋O＋to-不定詞
／分詞構文／関係詞
の非制限用法など，学
習した表現を用いた
文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. S＋V＋O＋to-不定詞
／分詞構文／関係詞
の非制限用法など，学
習した表現を用いた
文を書くことができ
る。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で，ストーンヘンジに
ついて理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，ストーンヘンジに
ついて理解すること
ができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. イングランド古代文
化や，ストーンヘンジ
とその役割について
理解する。 

b. S＋V＋O＋to-不定詞
／分詞構文／関係詞
の非制限用法を用い
た文を理解する。 

a. イングランド古代文
化や，ストーンヘンジ
とその役割について
理解することができ
る。 

b. S＋V＋O＋to-不定詞
／分詞構文／関係詞
の非制限用法を用い
た文を理解すること
ができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

 
 
 
 
  



単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 7 
（9 時間） 

南アフリカ共
和国にとって
1995 年ラグビ
ーワールドカ
ップがどのよ
うな意味を持
ったかを述べ
た内容。 
※文型・文法
事項：It is 
… for A [of 
A] to ～／S
＋V＋it＋C
＋ to ～ 
[that-節 ]／
仮定法過去 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a.CD を真剣に聞いて，

南アフリカ共和国に
とっての 1995 年ラグ
ビーワールドカップ
の意味について理解
しようとする。 

b. 南アフリカ共和国に
とっての 1995 年ラグ
ビーワールドカップ
の意味についての英
文を読んで，人権問題
に関心を持ち，知識を
深めようとする。 

c. 南アフリカ共和国に
とっての 1995 年ラグ
ビーワールドカップ
の意味について，自分
の考えを英語で表現
しようとする。 

d. 南アフリカ共和国に
とっての 1995 年ラグ
ビーワールドカップ
の意味についての自
分の考えを英語で書
こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
南アフリカ共和国に
とっての 1995年ラグ
ビーワールドカップ
の意味について理解
しようとしている。 

b. 南アフリカ共和国に
とっての 1995年ラグ
ビーワールドカップ
の意味についての英
文を読んで，人権問題
に関心を持ち，知識を
深めようとしている。 

c. 南アフリカ共和国に
とっての 1995年ラグ
ビーワールドカップ
の意味について，自分
の考えを英語で表現
しようとしている。 

d. 南アフリカ共和国に
とっての 1995年ラグ
ビーワールドカップ
の意味についての自
分の考えを英語で書
こうとしている。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に
応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. It is … for A [of A] to 
～／S＋V＋it＋C＋to 
～ [that-節]／仮定法
過去など，学習した表
現を用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. It is … for A [of A] to 
～／S＋V＋ it＋C＋
to ～  [that-節 ]／仮
定法過去など，学習し
た表現を用いた文を
書くことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で，南アフリカ共和国
と 1995 年ラグビーワ
ールドカップについ
て理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，南アフリカ共和国
と 1995年ラグビーワ
ールドカップについ
て理解することがで
きる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. 南アフリカ共和国の

言語と文化や，南アフ
リカ共和国にとって
の 1995 年ラグビーワ
ールドカップの意味
について理解する。 

b. It is … for A [of A] to 
～／S＋V＋it＋C＋to 
～ [that-節]／仮定法
過去を用いた文を理
解する。 

a. 南アフリカ共和国の
言語と文化や，南アフ
リカ共和国にとって
の 1995年ラグビーワ
ールドカップの意味
について理解するこ
とができる。 

b. It is … for A [of A] to 
～／S＋V＋ it＋C＋
to ～  [that-節 ]／仮
定法過去を用いた文
を理解することがで
きる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 



単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 8 
（9 時間） 

増え続ける世
界遺産の現状
と，登録抹消の
事例・背景を述
べた内容。 
※文型・文法事
項：It seems 
that …（＝
seem to- 不
定詞）／仮定
法過去完了
／ It is … 
that ～（強
調構文） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. CD を真剣に聞いて，
世界遺産の現状と登
録抹消について理解
しようとする。 

b. 世界遺産の現状と登
録抹消についての英
文を読んで，世界遺産
に関心を持ち，知識を
深めようとする。 

c. 世界遺産の現状と登
録抹消について，自分
の考えを英語で表現
しようとする。 

d. 世界遺産の現状と登
録抹消についての自
分の考えを英語で書
こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
世界遺産の現状と登
録抹消について理解
しようとしている。 

b. 世界遺産の現状と登
録抹消についての英
文を読んで，世界遺産
に関心を持ち，知識を
深めようとしている。 

c. 世界遺産の現状と登
録抹消について，自分
の考えを英語で表現
しようとしている。 

d. 世界遺産の現状と登
録抹消についての自
分の考えを英語で書
こうとしている。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問い
かけに対して適切に
応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. It seems that …（＝
seem to-不定詞）／仮
定法過去完了／It is 
… that ～（強調構文）
など，学習した表現を
用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. It seems that …（＝
seem to-不定詞）／仮
定法過去完了／It is 
… that ～（強調構
文）など，学習した表
現を用いた文を書く
ことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，世界遺産への登録
と抹消について理解
する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，世界遺産への登録
と抹消について理解
することができる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

a. 世界文化遺産や，世
界遺産の現状と登録
抹消について理解す
る。 

b. It seems that …（＝
seem to-不定詞）／仮
定法過去完了／It is 
… that ～（強調構文）
を用いた文を理解す
る。 

a. 世界文化遺産や，世
界遺産の現状と登録
抹消について理解す
ることができる。 

b. It seems that …（＝
seem to-不定詞）／仮
定法過去完了／It is 
… that ～（強調構
文）を用いた文を理解
することができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

 

 



 

単元 
（配当
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Lesson 9 
（9 時間） 

イレーナ・セン
ドラーの戦中
の活躍や，アメ
リカの学生ら
による調査活
動を述べた内
容。 
※文型・文法事
項：S＋V＋C
（＝分詞）／
S＋V（＝知
覚動詞）＋O
＋ C （＝分
詞）／助動詞
＋have＋過
去分詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 
a. CD を真剣に聞いて，

イレーナ・センドラー
とアメリカの学生ら
の調査活動について
理解しようとする。 

b. イレーナ・センドラ
ーとアメリカの学生
らの調査活動につい
ての英文を読んで，歴
史上のできごとに関
心を持ち，知識を深め
ようとする。 

c. イレーナ・センドラ
ーとアメリカの学生
らの調査活動につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとする。 

d. イレーナ・センドラ
ーとアメリカの学生
らの調査活動につい
ての自分の考えを英
語で書こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
イレーナ・センドラー
とアメリカの学生ら
の調査活動について
理解しようとしてい
る。 

b. イレーナ・センドラ
ーとアメリカの学生
らの調査活動につい
ての英文を読んで，歴
史上のできごとに関
心を持ち，知識を深め
ようとしている。 

c. イレーナ・センドラ
ーとアメリカの学生
らの調査活動につい
て，自分の考えを英語
で表現しようとして
いる。 

d. イレーナ・センドラ
ーとアメリカの学生
らの調査活動につい
ての自分の考えを英
語で書こうとしてい
る。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 
a. 英問に口頭で適切に

解答する。 
b. 自分の考えや意見が

正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. S＋V＋C（＝分詞）
／S＋V（＝知覚動詞）
＋O＋C（＝分詞）／
助動詞＋have＋過去
分詞など，学習した表
現を用いた文を書く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. S＋V＋C（＝分詞）
／S＋V（＝知覚動詞）
＋O＋C（＝分詞）／
助動詞＋have＋過去
分詞など，学習した表
現を用いた文を書く
ことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 
a. 冒頭の英文を聞い

て，内容を理解する。 
b. 本文の英文を読ん

で，イレーナ・センド
ラーの活躍について
理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. 冒頭の英文を聞い
て，内容を理解するこ
とができる。 

b. 本文の英文を読ん
で，イレーナ・センド
ラーの活躍について
理解することができ
る。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. ポーランドの言語と

文化や，イレーナ・セ
ンドラーとアメリカ
の学生らの調査活動
について理解する。 

b. S＋V＋C（＝分詞）
／S＋V（＝知覚動詞）
＋O＋C（＝分詞）／
助動詞＋have＋過去
分詞を用いた文を理
解する。 

a. ポーランドの言語と
文化や，イレーナ・セ
ンドラーとアメリカ
の学生らの調査活動
について理解するこ
とができる。 

b. S＋V＋C（＝分詞）
／S＋V（＝知覚動詞）
＋O＋C（＝分詞）／
助動詞＋have＋過去
分詞を用いた文を理
解することができる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・ 課 末 の
Language 
Awareness に
よる学習を行
う。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

 
  



単元 
（配当 
時間） 

題材内容 単元の目標 単元の評価基準 主な学習活動 評価方法 

Reading 

（10 

時間） 

主人公ブラン
ドフォード大
尉の心境の変
化を述べた内
容。 
※文型・文法事
項：既習事項 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

a. CD を真剣に聞いて，
主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いて理解しようとす
る。 

b. 主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いての英文を読んで，
ストーリーの展開に
関心を持ち，知識を深
めようとする。 

c. 主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いて，自分の考えを英
語で表現しようとす
る。 

d. 主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いての自分の考えを
英語で書こうとする。 

a. CD を真剣に聞いて，
主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いて理解しようとし
ている。 

b. 主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いての英文を読んで，
ストーリーの展開に
関心を持ち，知識を深
めようとしている。 

c. 主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いて，自分の考えを英
語で表現しようとし
ている。 

d. 主人公ブランドフォ
ード大尉の心境につ
いての自分の考えを
英語で書こうとして
いる。 

・CD を聞いた
り，英文を読
んだりして，
その内容を理
解し，それに
ついて話した
り，書いたり
する活動を行
う。 

・話す，書くを
中心に言語活
動 を 観 察 す
る。 

・ワークシート
を提出させ，
取り組みの状
況の判断材料
として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

a. 英問に口頭で適切に
解答する。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表する。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答する。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言をする。 

e. これまでに学習した
表現を用いた文を書
く。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書く。 

a. 英問に口頭で適切に
解答することができ
る。 

b. 自分の考えや意見が
正確に伝わるように
発表することができ
る。 

c. JTE，ALT からの問
いかけに対して適切
に応答することがで
きる。 

d. ペア，グループでの
対話練習，話し合いに
おいて，相手の理解を
確認しながら適切な
発言ができる。 

e. これまでに学習した
表現を用いた文を書
くことができる。 

f. 自分の考えや意見を
表現する文を書くこ
とができる。 

・英文に関する
英問に解答し
たり Over to 
You で発表活
動を行ったり
する。 

・課末の練習問
題 に 解 答 す
る。 

・授業における
簡単なインタ
ビューテスト
や筆記テスト
を行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

  「外国語理解の能力」 

a. JTE，ALT の発言や
CD を聞いて，内容を
理解する。 

b. 本文の英文を読ん
で，主人公の心境につ
いて理解する。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する。 

d. 本文の Summary を
把握する。 

a. JTE，ALT の発言や
CD を聞いて，内容を
理解することができ
る。 

b. 本文の英文を読ん
で，主人公の心境につ
いて理解することが
できる。 

c. 各 Part において，本
文の趣旨に基づき，英
問の内容を理解する
ことができる。 

d. 本文の Summary を
把握することができ
る。 

・英文を読んで
内 容 を 把 握
し，英語の質
問に答えたり
要約したりす
る。 

・授業において
内容把握を確
認する英問を
行ったり簡単
な筆記テスト
を行う。 

・ 課 末 の
Summary な
どの練習問題
の解答状況を
見る。 

「言語や文化についての知識・理解」 
a. アメリカ合衆国の言

語と文化や，主人公ブ
ランドフォード大尉
の心境について理解
する。 

b. これまでに学習した
文法事項を用いた文
を理解する。 

a. アメリカ合衆国の言
語と文化や，主人公ブ
ランドフォード大尉
の心境について理解
することができる。 

b. これまでに学習した
文法事項を用いた文
を理解することがで
きる。 

・本文を読んだ
り，参考資料
による学習を
行 っ た り す
る。 

・筆記テストを
行う。 

・課末の練習問
題の解答状況
を見る。 

 

 


